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１４クール日報（３月１７～３月２１日）
	報告日
天気
	３月２０日（水）
曇りのち雨
気温　最高６度
（最低－１度）
	報告者
	秋田県＠高橋、斎藤
北海道＠野々村、安富、新田、海谷
高知県＠小川、今村
徳島県＠林、神崎

※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:30　　宿舎出発（高岡市）
7:40　　志賀町VC到着
8:00　　朝礼
8:10　　Ｖ受付・オリエンテーション（随時）
9:00　　現調班発
  9:30　　V出発（随時）
10:00　　マッチング班（問合せ対応、午後のマッチング調整）
　　　　 総務班（コアミーティング出席）
14:00　　マッチング班（活動報告対応、翌日準備）
17:00　　ミーティング 
18:50　　業務終了　移動（宿舎まで）
[bookmark: _heading=h.gjdgxs]19:55　　宿泊地に到着

	報告事項
（志賀町災害ボラセンミーティング報告書）
	別紙参照

	今後の主な予定
	・連合石川のトラック２台が貸出終了。土曜日回収に来る。４月にライオンズクラブから３台投入される。
・現調待ちが約130件ある中、一日に調査している数が20件前後であり、ニーズ受付から現調まで時間を要していること、マッチング班が活動先の用意に苦労していることから、現調班を増員する。現在、ブロック派遣職員２班体制で行っている現地調査を、地元社協職員＋地元ボランティアで構成する班を２班作り、最大４班で活動予定。

	調整課題・所感等
	

	その他
	・暴風警報発令のため、富来地域の一部は14：00頃に活動中止した。
・志賀町社協災害VCコアミーティングに出席。李さんの助言の下、地元社協職員の負担軽減策、現地調査のスピードアップ等について検討。
・マッチング待ちが約140件で、ボランティア活動案件が十分あるように見えるが、日付指定や罹災証明待ちなどが理由で直近数日に動ける案件が少ない。（マッチング班が活動先の用意に苦労している）
・ニーズ受付→現調→ボラ活動までの期間を短縮するため、ニーズ受付の段階で明らかに技術案件と分かるものは、社協職員による現調を行わずに技術系案件になるようニーズ票の流れを一部変更した。（依頼者からボランティアはまだか？の問い合わせが一定数ある）































別　紙
志賀町災害ボラセン ミーティング議事録(3月20日)

○日時：令和6年3月20 日（水）17:00～17:30
○参加人数：28人

１）本日の件数（ホワイトボード）
V受付実績
①	ボランティア活動者：87人
県Vバス：48人(団体5人、個人43人) 団体：5団体・43人 一般：6人　地元V7名
②	活動件数：15件／のべ活動者数101人【累計1,336件（完了件数692件）】
→完了11件、継続4件、キャンセル78件
③	現地調査：20件（のべ595件）、マッチング待ち144件、現地調査待ち104件
残ニーズ：248件
④	ニーズ受付：新規4件【累計1085件】
⑤	技術系NPO：（※3/18現在）受付239件、完了180件（延べ730人）、キャンセル24件

２）全体の共有事項
〇受付・ニーズ
・特になし
○現地調査
・現調できる体制は今後も議論は継続
○マッチング
・実際にマッチングできるニーズは少ない。マッチング待ちの数字と乖離している状態。
○資機材・車両
○総務
・休憩所について、除菌シートを交換する。数を置いておく。
・テーブルと水を準備、3/21に設置。3/23水が使えるようになる。1文化センター窓業者による清掃作業あり　
・連合石川、軽トラを引き上げる。ライオンズが４月から３台軽トラを貸してくれる。
○その他
・今後の取り組みについて、現在、ボラセンの移行期及び、４月の新体制による通常業務を行うことを目指して、取り組まれている。地元社協として、ボラセンに人を割くことが難しくなってくる中、現在のボラセンの課題として、現調待ちのケースの解消及び、ニーズ調査を聞いてから、できるだけ早く支援を行えるようにしていく必要がある。そのための指標として、現調の待機人数を３月末には３０程度を維持できるようにすることが望ましいとの話が、コア会議において、支援Ｐの李さんからあった。

（ブロック派遣職員）
　　北海道・東北　野々村、安富、新田、海谷・高橋、斎藤
　　四国ブロック　小川、今村、林、神崎
（記録）四国ブロック社協・林




